
スリランカ民主社会主義共和国へのヨウ素酸カリウム無償提供 
 

3 月 17 日、千葉県庁において、スリランカ民主社会主義共和国（以下、スリランカ）

に対するヨウ素酸カリウム 850 ㎏の贈呈式が行われました。 
 

 これは、当協会のヨウ素関連調査研究委員会が、日本ヨウ素工業会よりヨウ素酸カリ

ウム 850 ㎏無償支援の申し出をいただいたのを受け、ヨウ素欠乏地域への国際協力と

して、支援先（国）をスリランカと決定し以前より同国と交渉してきましたが、今年 1
月、各方面への調整が整い、ヨウ素酸カリウムがスリランカに向け出荷されたことを受

け、贈呈式を行ったものです。（既に、スリランカ政府保健省に提供済み） 
 ここに至るまでに、支援先の調整については、ユニセフ、外務省、Iodine Global 
Network、また物資の提供・輸送費用の支援などで、日本ヨウ素工業会（加盟企業全 8
社のうち、千葉県内に拠点を置く 6 社）、京葉天然ガス協議会に多大なるご協力を賜わ

り、また最終的な調整をいただいた千葉県に深く感謝申し上げます。 
 ヨウ素は人間の成長に欠かせない栄養素の一つで、ヨウ素欠乏症は、発育不全、知能

障害、その他種々の機能障害や甲状腺腫などを引き起こします。今回贈られた 850 ㎏

のヨウ素は、スリランカでヨウ素入りの食塩として加工され、スリランカの人々の健康

維持に役立てられるということです。  
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* Iodine Global Network（アイオダイン・グローバル・ネットワーク） ヨウ素欠乏症に対する活動

を進める NGO。平成 25 年に ICCIDD（ヨウ素欠乏症国際対策機構）より名称変更。 


